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7月17日の『理学療法の日』に合わせ、作文コンテストを開催しま
した。2回目の開催となった今回も多くのご応募をいただき、理学
療法士への熱い思いが詰まった作文が寄せられました。厳正なる
審査の結果、以下の通り受賞作品が決定しました。ご応募してくだ
さった皆さま、本当にありがとうございました。

テーマ：がんばっている理学療法士

2023

結果発表

梶原 康寛さん　外野 恵美さん　福間 雄士さん　
田原 友晴さん　小林 富子さん

　
高
校
１
年
生
の
秋
、
部
活
動
の
遠
征
中

に
怪
我
を
し
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
を
勝

ち
抜
き
、
初
め
て
ス
タ
メ
ン
で
公
式
戦
に

出
場
し
て
か
ら
１
ヶ
月
。
全
国
選
抜
大
会

の
県
予
選
を
控
え
た
１
週
間
前
の
出
来
事

だ
っ
た
。

　
人
生
で
関
わ
る
こ
と
が
な
い
人
も
い
る

中
で
私
は
理
学
療
法
士
と
い
う
職
業
に
出

会
う
奇
跡
的
な
体
験
を
し
た
。
も
し
か
す

る
と
怪
我
を
し
な
か
っ
た
ら
理
学
療
法
士

と
い
う
職
業
す
ら
も
知
ら
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　
神
様
は
怪
我
を
し
た
私
に
２
つ
の
試
練

を
与
え
て
く
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
部
活

動
へ
の
復
帰
だ
け
で
な
く
将
来
に
つ
い
て

だ
。
復
帰
す
る
ま
で
の
約
１
年
半
。
シ
ョ
ッ

ク
や
否
認
、
混
乱
は
避
け
て
は
通
れ
ず
、

怪
我
を
し
た
自
分
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
た
。
何
の
為
に
こ
の
高
校

を
選
択
し
た
の
か
。
あ
の
遠
征
が
な
け
れ

ば
全
て
が
上
手
く
い
っ
て
い
た
。
思
い
描

い
て
い
た
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
困
惑
を

隠
せ
な
か
っ
た
私
は
何
度
も
過
去
ば
か
り

を
振
り
返
っ
て
い
た
。

　
前
を
向
く
こ
と
が
困
難
な
時
、
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
た
の
は
理
学
療
法
士
の
方

だ
っ
た
。
怪
我
を
し
た
時
の
「
悔
し
い
」。

こ
の
感
情
は
き
っ
と
今
も
昔
も
変
わ
ら
な

い
し
、
変
え
ら
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
を
活

か
す
こ
と
は
で
き
る
、
そ
う
信
じ
て
き
た
。

経
験
者
だ
か
ら
こ
そ
理
解
で
き
る
こ
と
。

　
神
様
が
く
れ
た
２
つ
目
の
試
練
。
こ
の

先
の
人
生
で
も
き
っ
と
１
番
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
正
解
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
患
者
様
の
人
生
に
は
何
か
し
ら
の
関

与
は
し
て
い
る
。
理
学
療
法
士
と
出
会
っ

た
こ
と
で
私
は
職
業
の
魅
力
を
教
え
て
も

ら
い
、
自
分
の
経
験
を
存
分
に
活
か
す
職

を
選
択
し
た
。

　
今
年
の
４
月
、私
は
理
学
療
法
士
と
な
っ

た
の
だ
。

　
入
職
し
て
２
ヶ
月
目
に
患
者
様
と
の
別

れ
を
経
験
し
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

患
者
様
のH

ope

が
叶
え
ら
れ
ず
、
涙
を

流
し
た
。N

eeds

を
見
極
め
る
だ
け
で
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
てH

ope

に

よ
り
近
づ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
試
行
錯
誤
の

で
き
る
理
学
療
法
士
に
な
り
た
い
。
神
様

は
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
与
え
な
い
。
復
帰

ま
で
地
道
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積

ん
だ
患
者
時
代
と
同
様
、
今
度
は
理
学
療

法
士
の
立
場
で
職
場
の
環
境
に
有
難
み
を

感
じ
な
が
ら
日
々
自
己
研
鑽
に
励
み
、
一

理
学
療
法
士
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
今
日

も
患
者
様
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
尽

力
し
て
い
く
。

　
４
年
前
の
私
に
聞
き
た
い
。「
今
の
私
は

理
学
療
法
士
と
い
う
職
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
か
？
」。
そ
し
て
４
年
前
の
私

に
言
い
た
い
。「
こ
の
道
を
選
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
。

〈 優秀賞 〉 玉乃井 千優さん

玉
乃
井 

千
優

〈 入　賞 〉

「
が
ん
ば
っ
て
い
る
理
学
療
法
士
」

受賞者の皆さま、おめでとうございます！！
ご応募いただいた作品から、当会理事と普及推進部員で審査させていただいた結果、受賞作品が決定いたしました。
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　介
護
保
険
と
は
高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

支
援
を
保
障
す
る
た
め
の
社
会
保
険
制
度
で
す
。
厚

生
労
働
省
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
ま
す
。 

　介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
65
歳
以
上
の
方
（
第
１

号
被
保
険
者
）
と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
医
療
保
険

加
入
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
は
、
原
因
を
問
わ
ず
に
要
介
護
認

定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
た
と
き
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
第
２
号
被
保

険
者
は
、
加
齢
に
伴
う
疾
病
（
特
定
疾
病
）
が
原
因

で
要
介
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
た
と
き
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
訪
問
介
護
、訪
問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
自
宅
で
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
通
所
介

護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
日
帰
り
で
施

設
等
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
、
宿
泊
す
る
サ
ー

ビ
ス
や
居
住
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
に

あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
本
人
、
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
専
門
職
等
で
話
し
合
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
て
利
用
し
ま
す
。

　介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
は
様
々
な
専
門
職
が
働
い

て
い
ま
す
。
例
を
挙
げ
る
と
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
介
護
福
祉
士
、
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）、
栄
養
士
、
な
ど
様
々
で
す
。
そ
の
中
で

我
々
理
学
療
法
士
は
介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
機
能
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、

ど
の
く
ら
い
の
割
合
の
理
学
療
法
士
が
介
護
分
野
で
働

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

　日
本
理
学
療
法
士
協
会
会
員
の
分
布
を
み
る
と
、

医
療
施
設
で
勤
務
し
て
い
る
理
学
療
法
士
は
約
８
４

０
０
０
人
（
79
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
・
事
業
所（
15
％
）、教
育
研
究
施
設（
３
％
）、

障
害
福
祉
施
設
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
１
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
分
野
で
も
多
く
の
理
学
療
法

士
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

　具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
所
で
理
学
療
法
士
が
働
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
介
護
老
人
保
健
施
設
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
型
サ
ー
ビ
ス
が
全
体
の

48
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
訪
問
型
の
サ
ー
ビ
ス
が

32
％
、
施
設
に
通
う
通
所
型
の
サ
ー
ビ
ス
が
18
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　理
学
療
法
士
は
様
々
な
場
所
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
各
場
所
に
よ
っ
て
行
う
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
違
い
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
型

の
サ
ー
ビ
ス
で
は
利
用
者
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
家

庭
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
実
際
の
家
庭
の
環
境
で

日
常
生
活
動
作
を
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

通
所
型
、
施
設
型
で
は
平
行
棒
や
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
器
な
ど
専
門
的
な
道
具
を
使
っ
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
え
る
こ
と
が
多
い
と
い
っ
た

よ
う
に
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

対象者 

受給要件 

保険料の
徴収方法

65歳以上の方（第一号被保険者）

・要介護状態・要支援状態 

・市町村と特別区が徴収
 （原則、年金からの天引き） 
・65歳になった月から徴収開始 

65歳以上の方

40歳から64歳の方（第２号被保険者） 

40歳以上65歳未満の健保組合、
全国健康保険協会、市町村国保などの
医療保険加入者 

・要介護（要支援）状態が、老化に起因する
 疾病（特定疾病）による場合に限定

・医療保険料と一体的に徴収
・40歳になった月から徴収開始 

訪問介護

訪問看護 

訪問リハビリ
テーション 

福祉用具貸与 

■ 自宅で利用するサービス

■ 日帰りで施設等を利用するサービス 

訪問介護員（ホームヘルパー）が、入浴、排せつ、食事などの介護や調理、洗濯、
掃除等の家事を行うサービスです。 

自宅で療養生活が送れるよう、看護師が医師の指示のもとで、健康チェック、療
養上の世話などを行うサービスです。 

利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、理学療
法士、作業療法士、言語聴覚士などが利用者の自宅を訪問し、心身機能の維持
回復や日常生活の自立に向けたリハビリテーションを行います。 

日常生活や介護に役立つ福祉用具（車いす、ベッドなど）のレンタルができる
サービスです。

短期入所生活介護 
（ショートステイ） 

特定施設
入居者生活介護 

特別養護
老人ホーム 

■ 宿泊するサービス 

■ 居住系サービス 

■ 施設系サービス 

施設などに短期間宿泊して、食事や入浴などの支援や、心身の機能を維持・
向上するための機能訓練の支援などを行うサービスです。家族の介護負担
軽減を図ることができます。 

有料老人ホームなどに入居している高齢者が、日常生活上の支援や介護
サービスを利用できます。 

常に介護が必要で、自宅では介護が困難な方が入所します。食事、入浴、排せ
つなどの介護を一体的に提供します。（※原則要介護３以上の方が対象） 

通所介護 
（デイサービス） 

通所リハビリ
テーション 
（デイケア）

食事や入浴などの支援や、心身の機能を維持・向上するための機能訓練、口腔
機能向上サービスなどを日帰りで提供します。  

施設や病院などにおいて、日常生活の自立を助けるために理学療法士、作業療
法士などがリハビリテーションを行い、利用者の心身機能の維持回復を図る
サービスです。 

79%
医療施設

48%
施設型

32%
訪問型

18%
通所型

その他

障害福祉施設・
障害福祉サービス事業所

教育研究施設

15％

3％
1％

2％

その他 2％

『日本理学療法士協会統計情報 会員の分布』をもとに作図

ど
の
く
ら
い
の
割
合
の

理
学
療
法
士
が
介
護
分
野
で

働
い
て
い
る
の
？

理
学
療
法
士
の
15
％
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
事
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
ん
だ
。

そ
の
中
で
も
施
設
型
・
訪
問
型
・

通
所
型
な
ど
い
ろ
ん
な

種
類
が
あ
る
の
ね
！

　
か
つ
て
は
、
子
ど
も
や
家
族
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て

い
た
親
の
介
護
で
す
が
、
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増
加
や
核
家
族
化
の
進

行
、
介
護
に
よ
る
離
職
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
０
０ 

年
に
創

設
さ
れ
た
も
の
が
介
護
保
険
制
度
で
す
。
現
在
で
は
約 

６
０
６ 

万
人
の
方
が
利
用
し
、
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
を
支
え
る
制
度
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。 

　40
歳
か
ら
64
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
ご
自
身
も
老
化

に
起
因
す
る
疾
病
に
よ
り
介
護
が
必
要
と
な
る
可
能
性

が
高
く
な
る
こ
と
や
、
ご
自
身
の
親
が
高
齢
と
な
り
、

介
護
が
必
要
と
な
る
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高
ま
る
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
40
歳
以
上
の
方
か
ら
も
介
護
保

険
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
、
老
後
の
不
安
の
原
因
で
あ

る
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
ま
す
。

（構成：河野立希地）
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次
の
ペ
ー
ジ
で
は

理
学
療
法
士
が

活
躍
し
て
い
る
各
施
設
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
！

介
護
保
険
制
度
と
は

理学療法士の勤務先の割合

理学療法士が働く介護サービス施設・事業所の内訳
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　介
護
保
険
と
は
高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

支
援
を
保
障
す
る
た
め
の
社
会
保
険
制
度
で
す
。
厚

生
労
働
省
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
ま
す
。 

　介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
65
歳
以
上
の
方
（
第
１

号
被
保
険
者
）
と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
医
療
保
険

加
入
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
は
、
原
因
を
問
わ
ず
に
要
介
護
認

定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
た
と
き
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
第
２
号
被
保

険
者
は
、
加
齢
に
伴
う
疾
病
（
特
定
疾
病
）
が
原
因

で
要
介
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
た
と
き
に
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
訪
問
介
護
、訪
問
看
護
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
自
宅
で
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
。
通
所
介

護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
日
帰
り
で
施

設
等
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
、
宿
泊
す
る
サ
ー

ビ
ス
や
居
住
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
に

あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
本
人
、
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
専
門
職
等
で
話
し
合
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

し
て
利
用
し
ま
す
。

　介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
は
様
々
な
専
門
職
が
働
い

て
い
ま
す
。
例
を
挙
げ
る
と
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
介
護
福
祉
士
、
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
）、
栄
養
士
、
な
ど
様
々
で
す
。
そ
の
中
で

我
々
理
学
療
法
士
は
介
護
保
険
制
度
の
も
と
で
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
機
能
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
て
、

ど
の
く
ら
い
の
割
合
の
理
学
療
法
士
が
介
護
分
野
で
働

い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 
　日
本
理
学
療
法
士
協
会
会
員
の
分
布
を
み
る
と
、

医
療
施
設
で
勤
務
し
て
い
る
理
学
療
法
士
は
約
８
４

０
０
０
人
（
79
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
・
事
業
所（
15
％
）、教
育
研
究
施
設（
３
％
）、

障
害
福
祉
施
設
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
１
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
分
野
で
も
多
く
の
理
学
療
法

士
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

　具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
所
で
理
学
療
法
士
が
働
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
介
護
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健
施
設
や
特
別

養
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設
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ー
ビ
ス
が
全
体
の

48
％
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く
、
次
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で
訪
問
型
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サ
ー
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ス
が

32
％
、
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設
に
通
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通
所
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サ
ー
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ス
が
18
％
と

な
っ
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ま
す
。
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ハ
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リ
テ
ー
シ
ョ
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リ

ハ
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す
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訪
問
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で
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が
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で
家

庭
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
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際
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庭
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日
常
生
活
動
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を
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習
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こ
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。
ま
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通
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設
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で
は
平
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棒
や
パ
ワ
ー
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ハ
ビ
リ
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の
機
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な
ど
専
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的
な
道
具
を
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っ
た
リ

ハ
ビ
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シ
ョ
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を
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こ
と
が
多
い
と
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た

よ
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に
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
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シ
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ン
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る
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と
が
で
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対象者 

受給要件 

保険料の
徴収方法

65歳以上の方（第一号被保険者）

・要介護状態・要支援状態 

・市町村と特別区が徴収
 （原則、年金からの天引き） 
・65歳になった月から徴収開始 

65歳以上の方

40歳から64歳の方（第２号被保険者） 

40歳以上65歳未満の健保組合、
全国健康保険協会、市町村国保などの
医療保険加入者 

・要介護（要支援）状態が、老化に起因する
 疾病（特定疾病）による場合に限定

・医療保険料と一体的に徴収
・40歳になった月から徴収開始 

訪問介護

訪問看護 

訪問リハビリ
テーション 

福祉用具貸与 

■ 自宅で利用するサービス

■ 日帰りで施設等を利用するサービス 

訪問介護員（ホームヘルパー）が、入浴、排せつ、食事などの介護や調理、洗濯、
掃除等の家事を行うサービスです。 

自宅で療養生活が送れるよう、看護師が医師の指示のもとで、健康チェック、療
養上の世話などを行うサービスです。 

利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、理学療
法士、作業療法士、言語聴覚士などが利用者の自宅を訪問し、心身機能の維持
回復や日常生活の自立に向けたリハビリテーションを行います。 

日常生活や介護に役立つ福祉用具（車いす、ベッドなど）のレンタルができる
サービスです。

短期入所生活介護 
（ショートステイ） 

特定施設
入居者生活介護 

特別養護
老人ホーム 

■ 宿泊するサービス 

■ 居住系サービス 

■ 施設系サービス 

施設などに短期間宿泊して、食事や入浴などの支援や、心身の機能を維持・
向上するための機能訓練の支援などを行うサービスです。家族の介護負担
軽減を図ることができます。 

有料老人ホームなどに入居している高齢者が、日常生活上の支援や介護
サービスを利用できます。 

常に介護が必要で、自宅では介護が困難な方が入所します。食事、入浴、排せ
つなどの介護を一体的に提供します。（※原則要介護３以上の方が対象） 

通所介護 
（デイサービス） 

通所リハビリ
テーション 
（デイケア）

食事や入浴などの支援や、心身の機能を維持・向上するための機能訓練、口腔
機能向上サービスなどを日帰りで提供します。  

施設や病院などにおいて、日常生活の自立を助けるために理学療法士、作業療
法士などがリハビリテーションを行い、利用者の心身機能の維持回復を図る
サービスです。 
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医療施設

48%
施設型

32%
訪問型

18%
通所型

その他

障害福祉施設・
障害福祉サービス事業所
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出典：厚生労働省

　通
所
介
護
は
、
利
用
者
が
可
能
な
限
り
自
宅
で
自

立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
宅

に
こ
も
り
き
り
の
利
用
者
の
孤
立
感
の
解
消
や
心
身
機

能
の
維
持
、
家
族
の
介
護
の
負
担
軽
減
な
ど
を
目
的

と
し
た
日
帰
り
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
者
が
通
所
介

護
の
施
設
に
通
う
こ
と
で
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常

生
活
上
の
支
援
や
、
生
活
機
能
向
上
の
た
め
の
機
能

訓
練
や
口
腔
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
利
用
者
が
可
能

な
限
り
自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、食
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
支
援
、
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上
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訓
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や
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上
サ
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な
ど
を
日
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り
で
提
供
し
て
お
り
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
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シ
ョ
ン
に
特
化
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

施
設
に
は
医
師
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
員

（
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
）
が
お
り
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
診
察
や
健
康
管

理
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　利
用
者
が
可
能
な
限
り
自
宅
で
自
立
し
た
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど
が
利
用
者
の
自
宅
を
訪

問
し
、
心
身
機
能
の
維
持
回
復
や
日
常
生
活
の
自
立

に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や
病
院
へ
の
通
院
が
困
難
な
方

や
、
退
院
後
の
日
常
生
活
が
ま
だ
不
安
な
方
な
ど
が

主
に
利
用
し
ま
す
。

　ま
た
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
宅
環
境
の
改

善
提
案
、
介
護
し
て
い
る
家
族
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

も
行
い
ま
す
。
利
用
者
の
身
体
機
能
向
上
や
通
所
の

負
担
軽
減
に
加
え
、
家
族
を
含
め
た
心
理
的
サ
ポ
ー

ト
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
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機能訓練・趣味の時間

昼食

体操・趣味の時間

おやつ

自宅へお送り

　　

　介
護
保
険
施
設
に
は
、
介
護
が
必
要
と
な
る
方
の

生
活
支
援
を
行
う
「
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）」、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と

し
て
在
宅
復
帰
を
目
指
す
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」、

医
療
ケ
ア
が
必
要
な
方
の
長
期
療
養
と
生
活
支
援
を

目
的
と
し
た
「
介
護
医
療
院
」
が
あ
り
ま
す
。
理
学

療
法
士
は
多
く
の
介
護
保
険
施
設
で
活
躍
し
て
お
り
、

特
に
介
護
老
人
保
健
施
設
に
は
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
が
必
ず
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、有
料
老
人
ホ
ー
ム
、軽
費
老
人
ホ
ー

ム
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
な
ど
に
も
理
学
療
法
士
が
在
籍
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

〈デイサービスでの1日の例〉 〈デイケアでの1日の例〉

介
護
分
野
で
活
躍
す
る
理
学
療
法
士
は
、

実
際
に
ど
の
よ
う
な
場
面
や
施
設
で
関
わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

主
な
活
躍
の
場
を
大
き
く
３
つ
に
分
け
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紹
介
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ま
す
。
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送迎もあるので安心！

介護老人福祉施設

介護保険施設の種類 概要
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半日利用などもあり、ひとりひとりの生活に合ったプランで利用できます

要介護者のための生活施設

在宅復帰を目指す要介護者に対し、
リハビリテーション等を提供する施設

長期療養が必要な
要介護者のための施設
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「
葵
の
園
・
広
島
空
港
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
特
色
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

山
口
：
当
施
設
は
東
広
島
市
の
北
東
部
、

隣
接
す
る
三
原
市
と
の
境
界
近
く
に
位

置
し
、
東
広
島
市
と
三
原
市
の
方
が
通

所
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部
と

は
異
な
り
、
居
住
地
間
（
家
と
家
）
が

離
れ
て
い
る
た
め
、
広
範
囲
の
地
域
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
1
日
の
定
員
が
70
名
と
多
い

の
も
特
色
だ
と
思
い
ま
す
。

　職
員
は
介
護
職
、
看
護
職
、
相
談
員
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
な
ど
多
く

の
職
種
が
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
理

学
療
法
士
は
５
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
の
具
体
的
な
仕
事
内

容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
口
：
ご
自
宅
で
の
生
活
を
続
け
て
い

た
だ
く
た
め
、
現
在
の
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ご
利
用
者
の
目

標
に
沿
っ
て
、
心
身
機
能
・
日
常
生
活

動
作
の
改
善
を
図
り
、
本
人
の
「
や
り

た
い
！
」
を
達
成
す
る
た
め
の
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
職
場
で
感
じ
る
や
り
が
い
は

何
で
す
か
？

森
田
：
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
一
人
の
ご

利
用
者
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

長
い
関
わ
り
の
中
で
ご
利
用
者
の
生
活

も
変
化
す
る
の
で
、
そ
の
時
々
で
課
題

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
課
題
が
変
わ
る

こ
と
は
難
し
さ
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
、
他
の
職
種

と
協
力
し
て
解
決
で
き
た
と
き
は
、
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

山
口
：
長
い
期
間
お
付
き
合
い
す
る
方

が
多
く
て
、
ご
利
用
者
か
ら
「
あ
な
た

も
ま
だ
若
か
っ
た
の
に
ね
」
と
言
わ
れ

な
が
ら
も
、
お
互
い
に
年
齢
を
重
ね
て

生
活
の
変
化
や
改
善
を
と
も
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
時
は
私
も
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
ね
。

は
た
ら
く
中
で
特
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

森
田
：
ご
利
用
者
や
ご
家
族
か
ら
伺
っ

た
内
容
な
ど
は
、
関
わ
る
多
く
の
職
種

の
人
た
ち
と
情
報
を
共
有
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
人
生
の
先
輩
方
と
関
わ

る
職
場
で
す
の
で
、
失
礼
の
な
い
よ
う

丁
寧
な
言
葉
遣
い
な
ど
、
自
身
の
言
動

に
も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

山
口
：
ご
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

や
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
相
談
員
と
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
と
の
お
話
の
中

で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
小
さ
な
こ

と
で
も
関
係
者
と
情
報
共
有
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
任
と
い
う
役
職

柄
、
話
し
に
く
い
関
係
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
誰
か
ら
も
話
し
か
け
て
も
ら
い
や
す

い
雰
囲
気
作
り
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
方
の
中

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

森
田
：
当
施
設
利
用
開
始
時
は
車
椅
子

を
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
継
続

し
て
通
所
さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
や
装
具
の
調
整
を
行
っ
た
こ
と
で
歩

行
自
立
が
叶
っ
た
の
は
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。「
歩
き
た
い
」
と
い
う

は
じ
め
の
目
標
を
達
成
さ
れ
、
新
た
に

「
家
族
と
外
出
し
た
い
」、「
友
人
と
交
流

し
た
い
」
と
い
っ
た
や
り
た
い
こ
と
を

お
話
し
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、

次
の
目
標
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
実
際
に
は
そ
れ
ら
の
次
の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ご
利
用

者
様
の
「
や
り
た
い
」
を
支
援
す
る
立

場
と
し
て
、
機
能
改
善
以
外
の
要
因
も

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
総
合

的
に
検
討
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
達
成
感
だ
け
で
な
く
課
題
も

実
感
し
た
の
で
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
の

抱
え
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
総
合
的
な
支
援
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

山
口
：
や
り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
方

は
印
象
に
残
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

私
が
関
わ
る
時
間
の
中
で
、
ど
の
「
や

り
た
い
」
か
ら
支
援
し
て
い
こ
う
か
悩

む
こ
と
も
多
い
で
す
。「
歩
き
た
い
」
や

「
手
芸
を
し
た
い
」
な
ど
複
数
の
や
り
た

い
こ
と
が
あ
る
と
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
期
間
を
決
め
た
り
、
１
週
間
の
利

用
日
ご
と
に
や
り
た
い
こ
と
の
実
施
時

間
を
分
け
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
活

の
中
で
「
や
り
た
い
」
こ
と
が
複
数
あ

る
ご
利
用
者
は
長
い
期
間
支
援
す
る
こ

と
も
多
く
、
そ
の
時
の
個
人
や
環
境
の

状
況
に
応
じ
て
そ
の
都
度
プ
ラ
ン
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
者
様
か
ら
か
け
ら
れ
た
言

葉
の
な
か
で
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
も
の
は
何
で
す
か
？

森
田
：
ご
利
用
者
の
運
動
機
能
検
査
の

結
果
が
よ
く
な
っ
て
い
る
時
に
嬉
し
く

感
じ
る
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
番
は

ご
利
用
者
本
人
が
変
化
を
実
感
さ
れ
、

「
よ
く
な
っ
た
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た

時
が
一
番
嬉
し
い
で
す
ね
。
反
対
に
、

数
値
的
に
は
よ
い
の
で
す
が
、「
全
然
変

わ
ら
ん
ね
」
と
い
っ
た
言
葉
が
返
っ
て

く
る
と
、
次
は
ど
の
よ
う
に
介
入
し
て

い
こ
う
か
と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

山
口
：
ご
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い

て
、
改
善
を
お
互
い
に
感
じ
取
れ
る
状
況

だ
と
お
互
い
が
喜
び
合
え
ま
す
ね
。で
も
、

こ
ち
ら
は
改
善
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
て

も
、
ご
利
用
者
本
人
が
望
む
変
化
と
異
な

れ
ば
、
ご
利
用
者
が
満
足
感
や
達
成
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
難
し
い
で
す
。
日
頃
の
対
話

の
中
で
、
ご
利
用
者
の
「
や
り
た
い
」
や

ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
す
。

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

山
口
：
葵
の
園
・
広
島
空
港
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ご
利
用
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ご
利
用
者
の
お
話
を
よ
く
お
伺

い
し
て
、
い
つ
も
の
生
活
の
継
続
と
「
や

り
た
い
」
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
１
部
で
は
、『
葵
の
園
・
広
島
空
港
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
』で
理
学
療
法
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
口 

愛
恵

さ
ん
と
森
田 

洸
祈
さ
ん
に
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ
イ
ケ

ア
）に
お
け
る
理
学
療
法
や
、ご
利
用
者
様
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

葵
の
園
・
広
島
空
港
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

山
口 

愛
恵
さ
ん

森
田 

洸
祈
さ
ん

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】  

介
護
分
野
で
活
躍
す
る
理
学
療
法
士

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
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「
葵
の
園
・
広
島
空
港
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
特
色
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

山
口
：
当
施
設
は
東
広
島
市
の
北
東
部
、

隣
接
す
る
三
原
市
と
の
境
界
近
く
に
位

置
し
、
東
広
島
市
と
三
原
市
の
方
が
通

所
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部
と

は
異
な
り
、
居
住
地
間
（
家
と
家
）
が

離
れ
て
い
る
た
め
、
広
範
囲
の
地
域
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
1
日
の
定
員
が
70
名
と
多
い

の
も
特
色
だ
と
思
い
ま
す
。

　職
員
は
介
護
職
、
看
護
職
、
相
談
員
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
な
ど
多
く

の
職
種
が
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
理

学
療
法
士
は
５
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
の
具
体
的
な
仕
事
内

容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
口
：
ご
自
宅
で
の
生
活
を
続
け
て
い

た
だ
く
た
め
、
現
在
の
機
能
を
維
持
す

る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ご
利
用
者
の
目

標
に
沿
っ
て
、
心
身
機
能
・
日
常
生
活

動
作
の
改
善
を
図
り
、
本
人
の
「
や
り

た
い
！
」
を
達
成
す
る
た
め
の
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
職
場
で
感
じ
る
や
り
が
い
は

何
で
す
か
？

森
田
：
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
一
人
の
ご

利
用
者
に
関
わ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

長
い
関
わ
り
の
中
で
ご
利
用
者
の
生
活

も
変
化
す
る
の
で
、
そ
の
時
々
で
課
題

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
課
題
が
変
わ
る

こ
と
は
難
し
さ
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す

が
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
、
他
の
職
種

と
協
力
し
て
解
決
で
き
た
と
き
は
、
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

山
口
：
長
い
期
間
お
付
き
合
い
す
る
方

が
多
く
て
、
ご
利
用
者
か
ら
「
あ
な
た

も
ま
だ
若
か
っ
た
の
に
ね
」
と
言
わ
れ

な
が
ら
も
、
お
互
い
に
年
齢
を
重
ね
て

生
活
の
変
化
や
改
善
を
と
も
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
時
は
私
も
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
ね
。

は
た
ら
く
中
で
特
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

森
田
：
ご
利
用
者
や
ご
家
族
か
ら
伺
っ

た
内
容
な
ど
は
、
関
わ
る
多
く
の
職
種

の
人
た
ち
と
情
報
を
共
有
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
人
生
の
先
輩
方
と
関
わ

る
職
場
で
す
の
で
、
失
礼
の
な
い
よ
う

丁
寧
な
言
葉
遣
い
な
ど
、
自
身
の
言
動

に
も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

山
口
：
ご
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

や
担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
相
談
員
と
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
と
の
お
話
の
中

で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
小
さ
な
こ

と
で
も
関
係
者
と
情
報
共
有
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
任
と
い
う
役
職

柄
、
話
し
に
く
い
関
係
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
誰
か
ら
も
話
し
か
け
て
も
ら
い
や
す

い
雰
囲
気
作
り
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
方
の
中

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

森
田
：
当
施
設
利
用
開
始
時
は
車
椅
子

を
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
継
続

し
て
通
所
さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
や
装
具
の
調
整
を
行
っ
た
こ
と
で
歩

行
自
立
が
叶
っ
た
の
は
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。「
歩
き
た
い
」
と
い
う

は
じ
め
の
目
標
を
達
成
さ
れ
、
新
た
に

「
家
族
と
外
出
し
た
い
」、「
友
人
と
交
流

し
た
い
」
と
い
っ
た
や
り
た
い
こ
と
を

お
話
し
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、

次
の
目
標
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
実
際
に
は
そ
れ
ら
の
次
の
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ご
利
用

者
様
の
「
や
り
た
い
」
を
支
援
す
る
立

場
と
し
て
、
機
能
改
善
以
外
の
要
因
も

た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
総
合

的
に
検
討
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
達
成
感
だ
け
で
な
く
課
題
も

実
感
し
た
の
で
と
て
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
の

抱
え
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
総
合
的
な
支
援
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

山
口
：
や
り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
方

は
印
象
に
残
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

私
が
関
わ
る
時
間
の
中
で
、
ど
の
「
や

り
た
い
」
か
ら
支
援
し
て
い
こ
う
か
悩

む
こ
と
も
多
い
で
す
。「
歩
き
た
い
」
や

「
手
芸
を
し
た
い
」
な
ど
複
数
の
や
り
た

い
こ
と
が
あ
る
と
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
た

め
、
期
間
を
決
め
た
り
、
１
週
間
の
利

用
日
ご
と
に
や
り
た
い
こ
と
の
実
施
時

間
を
分
け
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
活

の
中
で
「
や
り
た
い
」
こ
と
が
複
数
あ

る
ご
利
用
者
は
長
い
期
間
支
援
す
る
こ

と
も
多
く
、
そ
の
時
の
個
人
や
環
境
の

状
況
に
応
じ
て
そ
の
都
度
プ
ラ
ン
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
者
様
か
ら
か
け
ら
れ
た
言

葉
の
な
か
で
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
も
の
は
何
で
す
か
？

森
田
：
ご
利
用
者
の
運
動
機
能
検
査
の

結
果
が
よ
く
な
っ
て
い
る
時
に
嬉
し
く

感
じ
る
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
番
は

ご
利
用
者
本
人
が
変
化
を
実
感
さ
れ
、

「
よ
く
な
っ
た
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た

時
が
一
番
嬉
し
い
で
す
ね
。
反
対
に
、

数
値
的
に
は
よ
い
の
で
す
が
、「
全
然
変

わ
ら
ん
ね
」
と
い
っ
た
言
葉
が
返
っ
て

く
る
と
、
次
は
ど
の
よ
う
に
介
入
し
て

い
こ
う
か
と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

山
口
：
ご
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い

て
、
改
善
を
お
互
い
に
感
じ
取
れ
る
状
況

だ
と
お
互
い
が
喜
び
合
え
ま
す
ね
。で
も
、

こ
ち
ら
は
改
善
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
て

も
、
ご
利
用
者
本
人
が
望
む
変
化
と
異
な

れ
ば
、
ご
利
用
者
が
満
足
感
や
達
成
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
難
し
い
で
す
。
日
頃
の
対
話

の
中
で
、
ご
利
用
者
の
「
や
り
た
い
」
や

ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
感

じ
ま
す
。

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

山
口
：
葵
の
園
・
広
島
空
港
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
ご
利
用
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
長
く
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
ご
利
用
者
の
お
話
を
よ
く
お
伺

い
し
て
、
い
つ
も
の
生
活
の
継
続
と
「
や

り
た
い
」
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
１
部
で
は
、『
葵
の
園
・
広
島
空
港
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
』で
理
学
療
法
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
口 

愛
恵

さ
ん
と
森
田 

洸
祈
さ
ん
に
、通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
デ
イ
ケ

ア
）に
お
け
る
理
学
療
法
や
、ご
利
用
者
様
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

葵
の
園
・
広
島
空
港
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

山
口 

愛
恵
さ
ん

森
田 

洸
祈
さ
ん

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】  

介
護
分
野
で
活
躍
す
る
理
学
療
法
士

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
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理
学
療
法
士
と
し
て
、
ご
利
用
者

様
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

山
田
：
疾
病
や
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
身
体

機
能
が
低
下
し
た
ご
利
用
者
様
の
自
宅
や

施
設
に
訪
問
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
高
齢
の
方
が
要

介
護
状
態
に
至
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。
ご

利
用
者
様
が
日
々
安
心
安
全
な
生
活
が
過

ご
せ
る
よ
う
、
福
祉
用
具
の
選
定
や
住
環

境
整
備
の
助
言
、
関
係
事
業
所
と
の
連
絡

な
ど
に
も
関
わ
り
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
理
学
療
法

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
？

上
野
：
ご
利
用
者
様
の
身
体
能
力
や
生

活
環
境
等
を
評
価
し
、
目
標
に
向
け
て

適
切
な
理
学
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て

ま
す
。
痛
み
の
軽
減
や
、
筋
肉
・
関
節

の
柔
軟
性
改
善
の
治
療
、
筋
力
強
化
や

歩
行
練
習
な
ど
の
基
本
的
な
運
動
療
法

や
、
ご
家
族
に
対
し
て
介
助
方
法
の
助

言
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ご
利
用
者
様
に

必
要
な
動
作
で
あ
れ
ば
実
際
に
買
い
物

に
行
っ
て
み
る
な
ど
の
実
践
的
な
こ
と

も
し
ま
す
ね
。

職
場
の
特
色
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
田
：
職
員
同
士
の
関
係
性
が
と
て
も

良
い
こ
と
と
、
職
員
全
員
が
ご
利
用
者

様
中
心
の
介
入
を
常
に
考
え
て
い
る
こ

と
で
す
。
仲
が
良
い
の
で
、
何
か
困
っ

た
こ
と
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
す
ぐ
声
を
か
け
ら
れ
る
雰
囲
気
で
す
。

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
的
知
見
が
得
ら
れ
、
ご
利
用
者
様
の

全
体
像
を
よ
り
深
く
把
握
で
き
る
こ
と

が
特
色
で
す
ね
。

こ
の
職
場
・
こ
の
仕
事
で
感
じ
る

や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
田
：
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、
ご
利
用
者

様
や
そ
の
ご
家
族
の
在
宅
生
活
を
支
え

る
た
め
に
、
力
を
尽
く
し
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま

す
。
そ
の
一
員
と
し
て
共
に
働
け
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

上
野
：
在
宅
で
の
理
学
療
法
は
機
能
維

持
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
ら
し
さ

を
取
り
戻
す
段
階
で
も
あ
る
の
か
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。
介
入
当
初
よ
り
も
楽

し
め
る
こ
と
が
増
え
る
こ
と
や
、
笑
顔

が
増
え
た
ご
利
用
者
様
を
見
る
と
本
当

に
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

職
場
で
と
く
に
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

山
田
：
日
々
、
ご
利
用
者
様
の
体
調
変

化
や
言
動
な
ど
、
多
く
の
情
報
が
共
有

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
同
士
を
つ

な
げ
て
、
事
実
や
意
見
を
整
理
し
、
現

状
を
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。

上
野
：
少
し
で
も
良
い
方
向
に
変
化
が

あ
れ
ば
、
と
に
か
く
褒
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
数

え
る
の
で
は
な
く
、
今
で
き
て
い
る
こ

と
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
声
か
け

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
と
し
て
た
く
さ
ん
の

ご
利
用
者
様
と
関
わ
っ
て
き
た
中

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
田
：
自
宅
で
の
日
常
生
活
動
作
が
不

安
定
で
意
欲
も
低
下
し
て
お
ら
れ
た
ご

利
用
者
様
が
、
理
学
療
法
を
受
け
、
身

体
機
能
が
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、

意
欲
も
回
復
さ
れ
、
日
々
の
生
活
を
楽

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
活

動
作
の
改
善
は
、
理
学
療
法
士
の
得
意

分
野
で
す
。
動
作
が
改
善
す
る
こ
と
で
、

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
方
は
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

上
野
：
特
定
の
方
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
脳
卒
中
後
で
麻
痺
や
高
次

脳
機
能
障
害
が
残
っ
た
方
で
も
、
発
症
し

て
か
ら
の
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
良
い
方
向

に
変
化
が
出
る
方
が
た
く
さ
ん
い
て
驚
き

ま
し
た
。
同
じ
ご
利
用
者
様
に
長
期
間
関

わ
ら
な
い
と
知
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
感

じ
ま
す
。

ご
利
用
者
様
か
ら
か
け
ら
れ
た
言

葉
の
中
で
、
特
に
心
に
残
っ
て
い

る
も
の
は
何
で
す
か
？

山
田
：「
あ
な
た
が
い
た
ら
、
な
ん
と
か

な
り
そ
う
。
頑
張
っ
て
み
ま
す
！
」
歳

を
重
ね
て
も
、
病
を
患
っ
て
も
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
ご
利
用
者

様
を
前
向
き
に
導
け
る
理
学
療
法
士
と

し
て
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
精
進
し

ま
す
。

上
野
：
あ
な
た
が
褒
め
て
く
れ
る
か
ら

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
。
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
の
声
か
け
で
ご
利

用
者
様
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
少
し
で

も
上
げ
ら
れ
た
の
か
な
と
感
じ
て
、
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
２
部
で
は
、『
う
る
お
い 

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』で
理
学
療
法
士
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
田 
貴
子
さ
ん
と
上
野 

香
菜
さ
ん
に
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

理
学
療
法
や
、ご
利
用
者
様
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

う
る
お
い 

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

山
田 

貴
子
さ
ん

上
野 

香
菜
さ
ん

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】  

介
護
分
野
で
活
躍
す
る
理
学
療
法
士

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

Q1

Q2

Q4

Q3

Q5Q6

Q7

Part 2

7



理
学
療
法
士
と
し
て
、
ご
利
用
者

様
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

山
田
：
疾
病
や
加
齢
な
ど
に
よ
っ
て
身
体

機
能
が
低
下
し
た
ご
利
用
者
様
の
自
宅
や

施
設
に
訪
問
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
高
齢
の
方
が
要

介
護
状
態
に
至
ら
な
い
た
め
の
介
護
予
防

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。
ご

利
用
者
様
が
日
々
安
心
安
全
な
生
活
が
過

ご
せ
る
よ
う
、
福
祉
用
具
の
選
定
や
住
環

境
整
備
の
助
言
、
関
係
事
業
所
と
の
連
絡

な
ど
に
も
関
わ
り
ま
す
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
理
学
療
法

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
？

上
野
：
ご
利
用
者
様
の
身
体
能
力
や
生

活
環
境
等
を
評
価
し
、
目
標
に
向
け
て

適
切
な
理
学
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て

ま
す
。
痛
み
の
軽
減
や
、
筋
肉
・
関
節

の
柔
軟
性
改
善
の
治
療
、
筋
力
強
化
や

歩
行
練
習
な
ど
の
基
本
的
な
運
動
療
法

や
、
ご
家
族
に
対
し
て
介
助
方
法
の
助

言
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ご
利
用
者
様
に

必
要
な
動
作
で
あ
れ
ば
実
際
に
買
い
物

に
行
っ
て
み
る
な
ど
の
実
践
的
な
こ
と

も
し
ま
す
ね
。

職
場
の
特
色
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
田
：
職
員
同
士
の
関
係
性
が
と
て
も

良
い
こ
と
と
、
職
員
全
員
が
ご
利
用
者

様
中
心
の
介
入
を
常
に
考
え
て
い
る
こ

と
で
す
。
仲
が
良
い
の
で
、
何
か
困
っ

た
こ
と
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
す
ぐ
声
を
か
け
ら
れ
る
雰
囲
気
で
す
。

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
看
護
師
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
的
知
見
が
得
ら
れ
、
ご
利
用
者
様
の

全
体
像
を
よ
り
深
く
把
握
で
き
る
こ
と

が
特
色
で
す
ね
。

こ
の
職
場
・
こ
の
仕
事
で
感
じ
る

や
り
が
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
田
：
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、
ご
利
用
者

様
や
そ
の
ご
家
族
の
在
宅
生
活
を
支
え

る
た
め
に
、
力
を
尽
く
し
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
が
、
目
に
見
え
て
分
か
り
ま

す
。
そ
の
一
員
と
し
て
共
に
働
け
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

上
野
：
在
宅
で
の
理
学
療
法
は
機
能
維

持
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
ら
し
さ

を
取
り
戻
す
段
階
で
も
あ
る
の
か
な
と

感
じ
て
い
ま
す
。
介
入
当
初
よ
り
も
楽

し
め
る
こ
と
が
増
え
る
こ
と
や
、
笑
顔

が
増
え
た
ご
利
用
者
様
を
見
る
と
本
当

に
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

職
場
で
と
く
に
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

山
田
：
日
々
、
ご
利
用
者
様
の
体
調
変

化
や
言
動
な
ど
、
多
く
の
情
報
が
共
有

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
情
報
同
士
を
つ

な
げ
て
、
事
実
や
意
見
を
整
理
し
、
現

状
を
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
気
を
つ

け
て
い
ま
す
。

上
野
：
少
し
で
も
良
い
方
向
に
変
化
が

あ
れ
ば
、
と
に
か
く
褒
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
数

え
る
の
で
は
な
く
、
今
で
き
て
い
る
こ

と
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
声
か
け

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
と
し
て
た
く
さ
ん
の

ご
利
用
者
様
と
関
わ
っ
て
き
た
中

で
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
田
：
自
宅
で
の
日
常
生
活
動
作
が
不

安
定
で
意
欲
も
低
下
し
て
お
ら
れ
た
ご

利
用
者
様
が
、
理
学
療
法
を
受
け
、
身

体
機
能
が
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
伴
い
、

意
欲
も
回
復
さ
れ
、
日
々
の
生
活
を
楽

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
活

動
作
の
改
善
は
、
理
学
療
法
士
の
得
意

分
野
で
す
。
動
作
が
改
善
す
る
こ
と
で
、

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
方
は
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

上
野
：
特
定
の
方
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
脳
卒
中
後
で
麻
痺
や
高
次

脳
機
能
障
害
が
残
っ
た
方
で
も
、
発
症
し

て
か
ら
の
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
良
い
方
向

に
変
化
が
出
る
方
が
た
く
さ
ん
い
て
驚
き

ま
し
た
。
同
じ
ご
利
用
者
様
に
長
期
間
関

わ
ら
な
い
と
知
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
感

じ
ま
す
。

ご
利
用
者
様
か
ら
か
け
ら
れ
た
言

葉
の
中
で
、
特
に
心
に
残
っ
て
い

る
も
の
は
何
で
す
か
？

山
田
：「
あ
な
た
が
い
た
ら
、
な
ん
と
か

な
り
そ
う
。
頑
張
っ
て
み
ま
す
！
」
歳

を
重
ね
て
も
、
病
を
患
っ
て
も
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
ご
利
用
者

様
を
前
向
き
に
導
け
る
理
学
療
法
士
と

し
て
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
精
進
し

ま
す
。

上
野
：
あ
な
た
が
褒
め
て
く
れ
る
か
ら

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
。
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
私
の
声
か
け
で
ご
利

用
者
様
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
少
し
で

も
上
げ
ら
れ
た
の
か
な
と
感
じ
て
、
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
２
部
で
は
、『
う
る
お
い 

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』で
理
学
療
法
士
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
山
田 

貴
子
さ
ん
と
上
野 

香
菜
さ
ん
に
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る

理
学
療
法
や
、ご
利
用
者
様
と
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

う
る
お
い 

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

山
田 

貴
子
さ
ん

上
野 

香
菜
さ
ん

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】  

介
護
分
野
で
活
躍
す
る
理
学
療
法
士

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
利
用
者
の

身
体
状
態
が
大
き
く
変
化
し
た
場
合
は

例
外
と
し
て
同
一
種
目
の
商
品
を
再
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
を
利
用
し
た
福
祉
用
具
と

は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
か
？

　
　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
「
福
祉

用
具
貸
与
」
と
「
特
定
福
祉
用
具
販
売
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

利
用
者
の
身
体
状
況
や
要
介
護
度
の
変

化
に
応
じ
て
、
適
時
・
適
切
な
福
祉
用

具
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。「
福
祉
用
具
貸
与
」
で
は
、
利
用

者
の
状
況
や
福
祉
用
具
の
機
能
向
上
に

応
じ
て
交
換
が
可
能
で
す
。
介
護
保
険

を
利
用
す
る
と
、
利
用
者
は
原
則
1
割

負
担
（
所
得
に
よ
っ
て
は
2
割
〜
3
割

負
担
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
）
で
福
祉
用
具

を
レ
ン
タ
ル
ま
た
は
購
入
で
き
ま
す
。

福
祉
用
具
貸
与
は
ど
の
よ
う
な
方

が
利
用
で
き
、
ど
の
よ
う
な
商
品

が
あ
り
ま
す
か
？

　
　福
祉
用
具
貸
与
の
対
象
品
目
は
13

種
類
あ
り
、
車
い
す
、
特
殊
寝
台
、
床

ず
れ
防
止
用
具
、
手
す
り
、
ス
ロ
ー
プ
、

歩
行
器
、
歩
行
補
助
杖
、
認
知
症
老
人

徘
徊
感
知
機
器
、
移
動
用
リ
フ
ト
、
自

動
排
泄
処
理
装
置
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

特
定
福
祉
用
具
販
売
は
ど
の
よ
う

な
方
が
購
入
で
き
、
ど
の
よ
う
な

商
品
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　特
定
福
祉
用
具
販
売
の
対
象
品
目

は
6
種
類
あ
り
、
こ
れ
に
は
腰
掛
便
座
、

自
動
排
泄
処
理
装
置
の
交
換
可
能
部
分
、

入
浴
物
品
、
簡
易
浴
槽
、
移
動
用
リ
フ

ト
の
つ
り
具
部
分
、
排
泄
予
測
支
援
機

器
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
要
支
援
1
以

上
の
方
が
対
象
で
、
年
間
10
万
円
ま
で

の
購
入
が
可
能
で
す
が
、
特
定
福
祉
用

具
は
原
則
同
じ
商
品
の
2
回
目
の
購
入

福
祉
用
具
貸
与
、
特
定
福
祉
用
具

販
売
に
つ
い
て
相
談
す
る
に
は
？

　
　介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
基
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
を
立
て
、
利
用
者
の

状
態
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を
提
案
し
ま

す
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
利
用

者
の
身
体
状
態
や
生
活
動
作
能
力
を
確

認
し
、
利
用
者
や
家
族
の
希
望
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
用
具
の

適
切
性
や
目
標
達
成
状
況
を
定
期
的
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ま
す
。

介
護
保
険
を
利
用
し
た
住
宅
改
修

に
は
ど
ん
な
種
類
や
効
果
が
あ
り

ま
す
か
？

　
　住
宅
改
修
の
種
類
に
は
「
1
．
手
す

り
の
取
り
付
け
」、「
2
．
段
差
の
解
消
」、

「
3
．
床
、
通
路
面
の
材
料
の
変
更
」、

「
4
．
扉
の
取
り
替
え
」、「
5
．
便
器
の

取
り
替
え
」、「
1
〜
5
の
改
修
に
伴
っ
て

必
要
と
な
る
工
事
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
修
は
、「
要
支
援
者
・
要
介

護
者
の
自
立
度
を
高
め
る
」、「
家
庭
内
で

の
転
倒
予
防
」、「
介
護
者
の
負
担
軽
減
」

な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
制
度
を
利
用
で
き
ま

す
か
？

　
　在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
介
護
保

険
の
要
介
護
（
支
援
）
認
定
を
受
け
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。
住
宅
改
修
の
必

要
性
が
認
め
ら
れ
、
必
要
な
書
類
を
役

所
に
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
な
た
め
、

役
所
の
介
護
保
険
担
当
者
や
担
当
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

住
宅
改
修
費
の
支
給
さ
れ
る
金
額

は
い
く
ら
で
す
か
？

　
　原
則
と
し
て
、
1
人
当
た
り
の
支

給
限
度
額
は
20
万
円
で
す
。
1
回
の
改

修
費
用
が
20
万
円
未
満
の
場
合
は
、
次

回
改
修
時
に
残
り
の
金
額
を
申
請
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、例
外
と
し
て
、

転
居
し
た
場
合
や
改
修
後
に
要
介
護
度

が
著
し
く
高
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
再

度
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
を
利
用
す
る
と
、
利
用
者
は

原
則
1
割
の
自
己
負
担
（
所
得
に
応
じ

て
2
割
〜
3
割
の
場
合
も
あ
り
）
で
改

修
工
事
を
行
え
ま
す
。

適
切
な
手
す
り
の
位
置
は
あ
り
ま

す
か
？

　
　住
宅
改
修
で
最
も
一
般
的
に
施
工

さ
れ
る
の
は
手
す
り
の
設
置
で
す
。
体

格
差
に
よ
り
個
人
ご
と
に
調
整
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
標
準
的

な
手
す
り
の
設
置
位
置
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

理
学
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法
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の
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（
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図1.歩行器  

手すり施工例

 図2.車いす・車いす付属品
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〈住宅改修編〉〈福祉用具編〉

〈特定福祉用具の一例〉

「歩行補助手すり」として、移動時に使
用されることが多く、主に廊下などに
設置されます。適切な高さは床から
750～ 850mm（手首の高さ）です。

「動作補助手すり」として、立ち上がる動作や姿勢保持に使用され、ドア
の前やトイレ、浴室などに設置されることが多いです。適切な設置高さは
床から 750～ 850mm（手首の高さ）で、長さは 60cm（上端が肩の高さ）
以上が望ましいです。座る際に使用するトイレや浴室、段差がある玄関な
どでは、高さの調整や長さの延長も必要になることがあります。

座った状態での使用を考慮し、下端の高さを床か
ら 650mm 程度に下げる必要があります。縦手
すりは、立ち座りを容易にするため、便器の先端
から少し前方に設置することが望ましいです。

座った状態で起立着座動作を行うため、下端の
高さを床から 600mm 程度に設定します。ま
た、浴室の出入り口に段差がある場合は、それ
を考慮して長さを調整することもあります。

理
学
療
法
士
は
身
体
と
動
作
の
専
門
家
で
あ
り
、住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
の
選
定
に
お
い
て
、

そ
の
専
門
知
識
を
活
か
す
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。

本
稿
で
は
、住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
に
関
わ
っ
て
い
る
理
学
療
法
士
の
お
二
人
の
視
点
か
ら
、

介
護
保
険
制
度
に
基
づ
く
住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
の
利
用
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
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は
で
き
ま
せ
ん
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状
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商
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購

入
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と
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介
護
保
険
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福
祉
用
具
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よ
う
な
サ
ー
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険
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具
販
売
」
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。
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サ
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身
体
状
況
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介
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、
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福
祉
用

具
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提
供
す
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こ
と
を
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的
と
し
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福
祉
用
具
貸
与
」
で
は
、
利
用

者
の
状
況
や
福
祉
用
具
の
機
能
向
上
に

応
じ
て
交
換
が
可
能
で
す
。
介
護
保
険

を
利
用
す
る
と
、
利
用
者
は
原
則
1
割

負
担
（
所
得
に
よ
っ
て
は
2
割
〜
3
割

負
担
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
）
で
福
祉
用
具

を
レ
ン
タ
ル
ま
た
は
購
入
で
き
ま
す
。

福
祉
用
具
貸
与
は
ど
の
よ
う
な
方

が
利
用
で
き
、
ど
の
よ
う
な
商
品

が
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？
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り
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台
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、
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、
排
泄
予
測
支
援
機

器
な
ど
が
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ま
す
。
要
支
援
1
以

上
の
方
が
対
象
で
、
年
間
10
万
円
ま
で

の
購
入
が
可
能
で
す
が
、
特
定
福
祉
用

具
は
原
則
同
じ
商
品
の
2
回
目
の
購
入

福
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用
具
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に
は
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ン
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基
に
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護
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の
計
画
を
立
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、
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者
の

状
態
に
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福
祉
用
具
を
提
案
し
ま
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は
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の
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動
作
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確

認
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、
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者
や
家
族
の
希
望
を
ヒ
ア
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グ
し
ま
す
。
ま
た
、
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具
の

適
切
性
や
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達
成
状
況
を
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期
的
に
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グ
し
ま
す
。
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護
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を
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し
た
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改
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に
は
ど
ん
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や
効
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が
あ
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ま
す
か
？

　
　住
宅
改
修
の
種
類
に
は
「
1
．
手
す

り
の
取
り
付
け
」、「
2
．
段
差
の
解
消
」、

「
3
．
床
、
通
路
面
の
材
料
の
変
更
」、

「
4
．
扉
の
取
り
替
え
」、「
5
．
便
器
の

取
り
替
え
」、「
1
〜
5
の
改
修
に
伴
っ
て

必
要
と
な
る
工
事
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
修
は
、「
要
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者
・
要
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の
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度
を
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る
」、「
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内
で

の
転
倒
予
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」、「
介
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者
の
負
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な
ど
の
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が
期
待
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ま
す
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ど
ん
な
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が
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度
を
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で
き
ま

す
か
？
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活
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て
い
る
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護
保
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の
要
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護
（
支
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認
定
を
受
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て

い
る
方
が
対
象
で
す
。
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改
修
の
必

要
性
が
認
め
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れ
、
必
要
な
書
類
を
役
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に
提
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る
こ
と
が
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た
め
、
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の
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保
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担
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者
や
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の
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に
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す
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こ
と
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め
し
ま
す
。
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改
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費
の
支
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さ
れ
る
金
額

は
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く
ら
で
す
か
？
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則
と
し
て
、
1
人
当
た
り
の
支

給
限
度
額
は
20
万
円
で
す
。
1
回
の
改

修
費
用
が
20
万
円
未
満
の
場
合
は
、
次
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改
修
時
に
残
り
の
金
額
を
申
請
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。ま
た
、例
外
と
し
て
、

転
居
し
た
場
合
や
改
修
後
に
要
介
護
度

が
著
し
く
高
く
な
っ
た
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合
に
は
、
再

度
支
給
を
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る
こ
と
が
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ま
す
。
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護
保
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る
と
、
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原
則
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割
の
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負
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（
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得
に
応
じ

て
2
割
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3
割
の
場
合
も
あ
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）
で
改

修
工
事
を
行
え
ま
す
。

適
切
な
手
す
り
の
位
置
は
あ
り
ま

す
か
？

　
　住
宅
改
修
で
最
も
一
般
的
に
施
工

さ
れ
る
の
は
手
す
り
の
設
置
で
す
。
体

格
差
に
よ
り
個
人
ご
と
に
調
整
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
標
準
的

な
手
す
り
の
設
置
位
置
に
つ
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て
紹
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し
ま
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。
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〈住宅改修編〉〈福祉用具編〉

〈特定福祉用具の一例〉

「歩行補助手すり」として、移動時に使
用されることが多く、主に廊下などに
設置されます。適切な高さは床から
750～ 850mm（手首の高さ）です。

「動作補助手すり」として、立ち上がる動作や姿勢保持に使用され、ドア
の前やトイレ、浴室などに設置されることが多いです。適切な設置高さは
床から 750～ 850mm（手首の高さ）で、長さは 60cm（上端が肩の高さ）
以上が望ましいです。座る際に使用するトイレや浴室、段差がある玄関な
どでは、高さの調整や長さの延長も必要になることがあります。

座った状態での使用を考慮し、下端の高さを床か
ら 650mm 程度に下げる必要があります。縦手
すりは、立ち座りを容易にするため、便器の先端
から少し前方に設置することが望ましいです。

座った状態で起立着座動作を行うため、下端の
高さを床から 600mm 程度に設定します。ま
た、浴室の出入り口に段差がある場合は、それ
を考慮して長さを調整することもあります。
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と
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作
の
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で
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り
、住
宅
改
修
と
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の
選
定
に
お
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て
、

そ
の
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を
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す
場
面
が
多
く
あ
り
ま
す
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で
は
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改
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や
福
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に
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る
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の
お
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の
視
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に
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7月17日の『理学療法の日』に合わせ、作文コンテストを開催しま
した。2回目の開催となった今回も多くのご応募をいただき、理学
療法士への熱い思いが詰まった作文が寄せられました。厳正なる
審査の結果、以下の通り受賞作品が決定しました。ご応募してくだ
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高
校
１
年
生
の
秋
、
部
活
動
の
遠
征
中

に
怪
我
を
し
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
を
勝

ち
抜
き
、
初
め
て
ス
タ
メ
ン
で
公
式
戦
に

出
場
し
て
か
ら
１
ヶ
月
。
全
国
選
抜
大
会

の
県
予
選
を
控
え
た
１
週
間
前
の
出
来
事

だ
っ
た
。

　
人
生
で
関
わ
る
こ
と
が
な
い
人
も
い
る

中
で
私
は
理
学
療
法
士
と
い
う
職
業
に
出

会
う
奇
跡
的
な
体
験
を
し
た
。
も
し
か
す

る
と
怪
我
を
し
な
か
っ
た
ら
理
学
療
法
士

と
い
う
職
業
す
ら
も
知
ら
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　
神
様
は
怪
我
を
し
た
私
に
２
つ
の
試
練

を
与
え
て
く
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
部
活

動
へ
の
復
帰
だ
け
で
な
く
将
来
に
つ
い
て

だ
。
復
帰
す
る
ま
で
の
約
１
年
半
。
シ
ョ
ッ

ク
や
否
認
、
混
乱
は
避
け
て
は
通
れ
ず
、

怪
我
を
し
た
自
分
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
た
。
何
の
為
に
こ
の
高
校

を
選
択
し
た
の
か
。
あ
の
遠
征
が
な
け
れ

ば
全
て
が
上
手
く
い
っ
て
い
た
。
思
い
描

い
て
い
た
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
困
惑
を

隠
せ
な
か
っ
た
私
は
何
度
も
過
去
ば
か
り

を
振
り
返
っ
て
い
た
。

　
前
を
向
く
こ
と
が
困
難
な
時
、
手
を
差

し
伸
べ
て
く
れ
た
の
は
理
学
療
法
士
の
方

だ
っ
た
。
怪
我
を
し
た
時
の
「
悔
し
い
」。

こ
の
感
情
は
き
っ
と
今
も
昔
も
変
わ
ら
な

い
し
、
変
え
ら
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
を
活

か
す
こ
と
は
で
き
る
、
そ
う
信
じ
て
き
た
。

経
験
者
だ
か
ら
こ
そ
理
解
で
き
る
こ
と
。

　
神
様
が
く
れ
た
２
つ
目
の
試
練
。
こ
の

先
の
人
生
で
も
き
っ
と
１
番
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
正
解
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
患
者
様
の
人
生
に
は
何
か
し
ら
の
関

与
は
し
て
い
る
。
理
学
療
法
士
と
出
会
っ

た
こ
と
で
私
は
職
業
の
魅
力
を
教
え
て
も

ら
い
、
自
分
の
経
験
を
存
分
に
活
か
す
職

を
選
択
し
た
。

　
今
年
の
４
月
、私
は
理
学
療
法
士
と
な
っ

た
の
だ
。

　
入
職
し
て
２
ヶ
月
目
に
患
者
様
と
の
別

れ
を
経
験
し
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。

患
者
様
のH

ope

が
叶
え
ら
れ
ず
、
涙
を

流
し
た
。N

eeds

を
見
極
め
る
だ
け
で
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
てH

ope

に

よ
り
近
づ
け
て
あ
げ
ら
れ
る
試
行
錯
誤
の

で
き
る
理
学
療
法
士
に
な
り
た
い
。
神
様

は
越
え
ら
れ
な
い
壁
は
与
え
な
い
。
復
帰

ま
で
地
道
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積

ん
だ
患
者
時
代
と
同
様
、
今
度
は
理
学
療

法
士
の
立
場
で
職
場
の
環
境
に
有
難
み
を

感
じ
な
が
ら
日
々
自
己
研
鑽
に
励
み
、
一

理
学
療
法
士
と
し
て
の
自
覚
を
胸
に
今
日

も
患
者
様
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
尽

力
し
て
い
く
。

　
４
年
前
の
私
に
聞
き
た
い
。「
今
の
私
は

理
学
療
法
士
と
い
う
職
の
魅
力
を
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
か
？
」。
そ
し
て
４
年
前
の
私

に
言
い
た
い
。「
こ
の
道
を
選
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
う
」
と
。

〈 優秀賞 〉 玉乃井 千優さん

玉
乃
井 

千
優

〈 入　賞 〉

「
が
ん
ば
っ
て
い
る
理
学
療
法
士
」

受賞者の皆さま、おめでとうございます！！
ご応募いただいた作品から、当会理事と普及推進部員で審査させていただいた結果、受賞作品が決定いたしました。
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